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III．計画の基本方針 

１．計画の枠組み 
 

 

 

１.１ 計画の目的 
 

 

本計画は、本市が目指す将来都市像である「せせらぎと緑と活力あふれる 幸せ実感都

市・三島」（第 5 次三島市総合計画）の実現に向けて、今後のスポーツ推進施策の指針と

なる基本的な考え方を整理するとともに、その方向性を明らかにすることを目的とする。  

 

 

 

１.２ 計画の位置づけ 
 

 

2016（平成 28）年 3月に策定した「三島市スポーツ推進計画」（以下、「改訂前計画」

と略記）の計画期間は、2016（平成 28）年度から 2025（令和 7）年度までの 10 年

間とされている。 

2020（令和 2）年度はその中間年度にあたることから、本計画は、改定前計画策定後

の環境変化などに対応するべく中間の見直しを行い、改定したものである。 

 

 

 

１.３ 本計画におけるスポーツの定義 
 

 

本計画においては、多様化する市民のスポーツニーズや、スポーツに期待される社会的

役割の拡がりなどを踏まえ、より広い視野で本市スポーツのあるべき将来像を描くことが

求められる。そのため、記録や勝敗を争う競技スポーツだけではなく、楽しみや交流を主

目的とするレクリエーションスポーツや、健康づくり、美容、気分転換などのための身体

活動などを含む、幅広い概念でのスポーツを計画対象とする。  

 

 

 

１.４ 計画期間 
 

 

本計画の対象期間は、2021（令和 3）年度から 2025（令和 7）年度までの 5 年間と

する。 

 

 

  

１.１ 

１.２ 

１.３ 

１.４ 
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III．計画の基本方針 

 

２．基本理念 

 

 

２.１ 本計画の基本的な考え方 
 

 

前章で抽出した本市のスポーツ推進の課題を踏まえ、本計画の基本的考え方を以下のと

おり設定する。 

 

■本計画の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２.１ 
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III．計画の基本方針 

 

２.２ 基本理念の設定 
 

 

本計画の基本理念を次のとおりとし、この理念のもと、本市のスポーツ施策を体系的に

推進する。 

 

 

 

 

 

スポーツを通じて、人と人、人と地域が結ばれた豊かなスポーツ文化とその母体となる

コミュニティを形成するための取り組みを戦略的、体系的に推進することで、運動・スポ

ーツを行うことが生活習慣の一部となり、すべての市民が、心身共に健康な生活を営むこ

とができる “健幸”都市みしまの実現を目指す。 

 

本計画が目指す「豊かなスポーツ文化を育むコミュニティ」のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

■本計画が目指す「豊かなスポーツ文化を育むコミュニティ」の形成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.２ 

●市民一人一人が生涯を通じてスポーツとの豊かな関係を築き、健幸で生きがいをも

って充実した毎日を送ることのできるコミュニティ 

●地域の活発なスポーツ活動の中から、信頼と絆で結ばれた豊かな人間関係と地域に

対する愛着・誇りが育まれるコミュニティ 

●三島の持つ魅力に惹かれて多くの人が訪れ、多彩で豊かなスポーツ交流が展開され

るにぎわいと活力のあるコミュニティ 
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III．計画の基本方針 

３．施策の体系と目標設定 
 

 

３.１ 施策方針 
 

 

 

 

 

社会環境や生活様式の変化によって、子どもが多様な動きや運動能力、スポーツに親し

む資質や意欲等を培う重要な時期に体を動かす機会が減少している。また、積極的にスポ

ーツをする子どもと、しない子どもの二極化も進んできている。さらに、少子化によって、

これまで子どもたちの地域のスポーツ環境を支えてきたスポーツ少年団や学校部活動の

基盤も揺らぎつつある。 

こうした現状を踏まえ、官民協働で既存の取り組みを補完する新たな枠組みの整備を進

めるなど、時代の変化に対応した子どもたちのスポーツ環境の整備を行っていく。 

 

 

 

 

市民の生活ニーズが多様化、高度化する中で、それぞれの市民が豊かなスポーツライフ

を享受できる環境を整備するために、身近なスポーツの場の充実、ライフステージや生活

様式に応じたスポーツの機会の提供などが課題となっている。 

本市においては、これまでも市民の誰もが「いつでも」「どこでも」「いつまでも」スポ

ーツに親しみ、豊かで輝く生活を送れる環境づくりを目指してスポーツ振興の取り組みを

推進してきた。 

本計画では、これまでの取組実績と成果を生かしつつ、時代環境、市民意識やニーズの

変化を踏まえ、市民一人一人の暮らしを豊かにする地域におけるスポーツ施策を推進して

いく。 

 

 

 

 

スポーツに接する機会や楽しみ方が多様化し、健康づくりの観点はもとよりスポーツの

持つ社会的役割はより拡がりを持つようになってきた。例えば、スポーツの持つ「人を動

かす力」に着目したスポーツツーリズムや「情報を発信する力」を活用したシティプロモ

ーション等、地域が抱える課題を解決する手段としてスポーツを活用する動きが活発化し

ており、「地域を活性化するスポーツ」に対する期待はより大きなものとなっている。 

このような認識のもと、本計画においても、スポーツ推進施策をより広範囲でとらえ「ス

ポーツの力」を活かしたまちづくりに積極的に取り組んでいく。 

 

  

３.１ 
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III．計画の基本方針 

 

３.２ 目標設定 
 

 

（１）目標設定の考え方 

本計画の基本理念である「“健幸”都市みしまを支える豊かなスポーツ文化とコミュニテ

ィの形成」は、多元的な要素の複合により実現する概念であり、計画の達成度や実施効果

を直接的に測定する指標の定量化は難しい。 

一方で、本計画は、本市の様々な部署が関係するとともに、行政のみならず、スポーツ

関係団体、地域の市民団体や NPO、民間事業者など、実施主体が多岐にわたるという性格

を有しており、関連するすべての主体にとって「わかりやすい共通の目標」を設定するこ

とは、計画を効果的に推進する上で有効な手段となる。 

また、計画の目標値を設定する場合には、対象指標について現状が定量的に把握されて

いるとともに、将来の時点で測定可能な仕組み（調査手法、体制）が用意されていること

が条件となる。また、本市の状況を客観的に把握するため、国や県、他市町と比較できる

ことも必要である。 

このような点を考慮し、本計画では、基本的な目標指標として「成人のスポーツ・運動

の実施率（週 1回以上）」を採用し、毎年 1回継続的に実施している市民意識調査の項目

に当該質問を設定することで、目標達成状況を測定するものとする。 

また、上述したように、基本理念に沿った計画の達成度の評価のためにはこの指標だけ

では不十分であるため、後述する施策ごとに達成目標を定め、その推進状況を個別に評価

する。なお、数値目標の設定が困難、または適切でない施策項目については、定性的な目

標を設定する。 

 

（２）基本目標の設定 

 

本市の現状、及び国のスポーツ基本計画の政策目標を踏まえ、以下のとおり計画の基本

目標を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

⚫ 国のスポーツ基本計画目標 ：成人の週 1回以上のスポーツ実施率 65％以上 

＜2021（令和 3）年度＞ 

⚫ 静岡県スポーツ推進計画目標 ：成人の週 1 回以上のスポーツ実施率 65％以上 

＜2021（令和 3）年度＞ 

  

３.２ 
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III．計画の基本方針 

 

３.３ 施策の体系 
 

 

■施策の体系 
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